
ム
ラ
ヰ
カ
フ

村
井
家
銭

一
加
。

加
到
滞
老
臣

村
井
氏
の
家
訴
で
、
そ
の
序
文
は
元
政
突
直
室
直
清

の
作
る
間
別
で
あ
る
。

ム
ラ
ヰ
ザ
コ
ン

村
井
左
近

村
到
間
後
守
長
頼

の
却
型
兵
衛
の
嫡
子
。
前
間
利
長
に
仕
へ
て
百
二
拾

石
を
受
け
、
大
坂
蒋
役
に
従
う
て
三
，
丸
田
掛
際
で
首

一
つ
を
閉
山
た
。
後
政
一
一
一
白
石
に
泌
み
、
町
永
十
六
年

大
山
間
等
分
封
の
際
そ
の
滞
恒
と
な
っ
た
。

ム
ラ
ヰ
シ
ゲ
ヨ
リ
オ
ポ
エ
ガ
キ

村

井

重
頼
慰
誓

一
車
狐
は
村
升
叉
兵
衛
克
明
の
初
名
で
あ
る
が
、
こ
の

山
口
は
鼠
制
時
代
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
中
に
見
永

十
八
年
九
且
又
兵
衛
か
ら
津
町
玄
帯

・
前

m内
獄
允

宛
の
も
の
、
流
氷
二
十
年
三
且
問
じ
〈
石
川
出
古
陪
宛

の
も
の
が
あ
っ
て
、
強
び
に
前
倒
利
円前が
利
家
の
こ

と
や
一
質
問
し
た
に
封
す
る
回
答
で
あ
る
。
又
兵
衛
は

そ
の
記
録
し
た
も
の
門
後
に
毘
相
公
御
夜
話
と
閉
山
す

る
m
u
u
そ
持
っ
て
民
な
が
ら
、
そ
れ
を
示
さ
ず
に
、

結
ね
ら
れ
た
依
田
引
だ
け
を
時
々
答
へ
た
。
そ
れ
を
集

め
た
の
が
本
切
で
あ
る
。
そ
の
外
に
阿
国
民
元
年

・
間

三
年
の
侍
制
服
お
な
ど
を
も
含
ん
だ
矧
駁
な
も
の
で
あ

vo
。ム

ラ
ヰ
ジ
ロ
ザ
エ
モ
ン

村
井
次
郎
左
衛
門

近

江
祭
凶
の
人
。
初
め
明
智
光
努
に

仕
へ
、
開
必
臥
役

の
時
本
多
放
置
の
帥
に
在
っ
た
放
を
以
て
、
政
露
の

流
浪
し
た
際
そ
れ
を
介
抱
し
た
こ
と
が
あ
る
。
之
を

以
て
政
訟
の
加
賀
絡
に
仕
へ
る
に
及
び
、
家
肢
の
名

な
〈
し
て
三
百
石
の
合
力
米
を
興
へ
ら
れ
、
覚
ホ
十

一
年
間
四
し
た
。

ム
ラ
ヰ
シ
ン

村
井
新

石

川
加
山
内
町
郷
に
邸
す

る
部
町
問
。

ム
ラ
ヰ
ゼ
ン
エ
モ
ン

村
井
筈
右
衛
門
ま
た
木

工
左
衛
門
に
作
る
。
次
郎
左
衛
門
の
長
子
。
沈
永
丸

者
年
前
出
利
治
に
仕

へ
て
小

h
k

将
と
な
り
、
十
三
年
新

ム
-7

知
七
百
石
を
受
け
、
御
山
地
廻
に
班
し
、
天
和
二
年
裂

し
た
。
謡
右
衛
門
か
ら
四
代
稽
抗
郎
に
主
旬
、
延
亭

三
年
王
月

H
=一
日
間
役
後
隊
撤
兵
術
に
召
喚
せ
ら

れ
、
そ
の
家
に
自
殺
し
て
統
を
絶
っ
た
。

ム
ラ
ヰ
チ
カ
ナ
ガ

村
井
親

長

加

到
滞
の
老
隠

村
井
氏
第
抗
代
。
長
羽
の
嫡
男
。
品
剤
師
出
元
年
金
抑
に
生

ま
れ
た
。
沼
稲
隊
十
郎
・出
m
出
。
初
跡
前
H
K
・H
N
険
・

観
忠
。
明
Mm
二
年
八
月
五
訟
の
時
、
亡
父
長
閣
の
迫

観
の
内
幼
少
の
問
地
忽
料
と
し
て
-
一千
石
、
及
び
Mm

代
の
家
士
三
十
人
の
知
行
一
市
千
ご
百
六
拾
石
、
合
計

七
千
抗
百
六
拾
石
を
脳
ひ
、
そ
の
内
四
人
の
家
士
の

知
行
千
百
石
を
自
分
仕
奥
力
た
ら
し
め
ら
れ
た
。
後

見
文
十
一

年
二
月
品川
九
日
治
領

一
部
六
千
沢
百
六
拾

丸
石
ニ
ヰ
七
升
を
筒
し
、
資
永
五
年
十
一
一月
十
入
日

従
来
位
下
間
後
守
に
叙
任
し
、
正
徳
允
年
間
且
凶
日

六
十
肢
を
以
て
残
し
た
。
法
統
選
仰
院
心
室
道府
M
m百

士
、
野
凶
山
に
興
る
。
続
長
脱
は
信
制
川
。
身
門
聞
に

在
っ
た
が
能
〈
儒
生
に
下
。
、
須削
山市成

ηに
従
抑
制
し

て
締
終
を
木
飢
と
し
、
延山
H

三
年
一
仙
佑
公
御
武
功
巾
U

一
容
を
致
し
た
。

ム
ラ
ヰ
ト
ノ
モ

村
井
主
殿

村

引

以
後
守
u
k
州制

の
弟
に
型
兵
衛
と
い
ふ
者
が
あ
り
て
、
法
体
の
後
訓
世

間M
と
粧
し
た
。
そ
の
子
左
近
、
前
川
利
口町に
牝
へ
て

二
百
.石
を
受
け
、
寛
永
十
六
年
利
治
の
大
担
寺
に
分

封
せ
ら
れ
た
時
、
小
姓
と
し
て
之
に
鶴
山
田
せ
し
め
ら

れ
た
。
左
近
の
衣
子
三
叡
、
利
拾
に
獄
出
せ
ら
丸
、

後
に
主
段
と
群
し
て
君
側
に
侍
し
た
が
、
次
に
逃
ん

で
家
老
と
な

b
、
第
二
代
利
仰
の
枕
封
し
た
時
に

は
、
主
君
に
防
ひ
柳
盟
副
に
殺
っ
て
府
軍
に
制
し
た
。

詑
文
十
一

年
入
且
十
入
日
大
山
田
寺
に
夜
、
eU
Mm院
に

採
る
。

ム
ラ
ヰ
ト
ノ
モ
材
井
主
殿

大
組
寺
滞
問
。
突

は
宮
升
孫
入
、
母
は
初
代
主
般
の
妹
。
初
め
先
太
夫

と
怒
し
、
村
引
主
肢
の
益
子
と
な
り
、
後
千
百
石
を

領
し
て
士
山
段
と
殴
名
し
た
が
、
資
永
七
年
二
且
十
四

日
佐
分
会
人
の
家
に
拘
禁
せ
ら
れ
、
ニ
且
什
七
日
切

肢
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
介
錯
人
は
武
山
以
縦
。

主
殴
は

大
明
寺
滞
巾
m
持
政
の
人
材
で
、
武
術
に
長
じ
、
能
自

に
し
て
和
献
を
好
み
、
茶
山
闘
に
も
諒
し
た
が
、
容
修

に
耽
り
徒
作
品
札
r-
援
引
し
、
逢
に
君
側
に
押
れ
て
公
金

を
白
消
し
た
の
で
あ
る
o
th
践
の
益
子
玄
訴
は
内
問

拠
右
衛
門
の
お
で
、
寺
祉
器
行
を
勤
め
た
が
不
行
跡

の
錦
、
n
E
よ
り
先
制
叫
永
一
一
年
知
行
を
召
上
げ
ら
れ
て

去
っ
た
。
次
の
益
子
を
箆
太
夫
と
一
宮
ひ
、
妹
制
山
村
凶

六
郎
右
衛
門
の
子
で
、
白
羽
入
の
家
に
蹴
け
ら
れ
、
{呂

村
宇
兵
衛
の
介
鮒
に
よ
り
切
臨
ま
命
ぜ
ら
れ
た
。
憾

に
七
歳
。
父
子
の
辿
骸
は
自
性
院
に
界
ら
れ
た
。
此

の
時
キ
般
の
一
一
体
と
し
て
脳
出
せ
ら
れ
た
の
は
、
二

百
石
御
用
入
石
黒
市
郎
右
衛
門
が
東
野
樹
兵
衛
の
家

に
於
い
て
打
首
、
百一
此
十
石
品目
前
田
中
行
郎
副剛
山
肌
左
衛

門
が
安
建
敏
郎
の
家
に
於
い
て
打
首
、
百
石
室
井
十

兵
衛
・八
十
石
岡
地
将
左
術
門
・
阿
武
兵
衛

-m伸
之

-ポ
・七
十
石
村
刷
六
郎
右
衛
門
・抗
十
石
悌
川
県
一
右

衛
門
・石
間
出
牟
七
・
杉
本
文
八
・
杉
本
山
川
右
衛
門
の
八

人
が
治
政
、
凶
百
石
内
凶
織
部
・
百
一
カ
十
石
内
問
奥

左
衛
門

・
百
石
内
山
八
右
衛
門

・
七
十
石
久
出
見
前

八
・手
線
典
左
衛
門
・中
村
似
七
・低
限
奥
三
左
衛
門
・

小山
訴
訟
兵
衛
・
際
労
揃
左
衛
門
・
近
隣
文
左
衛
門
・脇

町
山
山
兵
衛
・加
政
金
右
衛
門
・
佐
際
奥
兵
衛
・
磁
弁
櫨

右
衛
門
・脇
削
迎
布
衛
門
・
野
崎
m
H
之
丞
・
手
塚
奥
三

兵
衛
の
十
七
人
が
御
限
下
さ
れ
一
、
小
限
武
左
衛
門
・

山
下
奥
三
兵
衛

・
松
本
仙
M
T

の
三
人
が
御
扶
持
召
放

さ
れ
、
杉
本
新
七
と
そ
の
男
子
が
準
舎
で
成
敗
で
あ

っ
た
。ム

ラ
ヰ
ナ
ガ
ア
キ

村
井
長
明

H

封
劇
の
子
。
勘

十
郎
・又
兵
衛
。

初
郎
源
相
肌
又
は
政
之
、
後
に
長
明
。

(
兄
長
次
も
前
に
長
問
と
い
う
た
。
〉
文
総
四
年
前
凶

利
長
に
仕
へ

、
二
百
石
を
受
け
、
開催長
五
年
利
円以の

大山
田
寺
攻
城
に
従
う
て
創
を
受
け
、
品
開
を
増
し
て
凶

百
去
十
石
と
な
り
、
他
日
父
の
隠
居
知
四
千
石
を
袋

仁
べ
き
命
令
-
得
た
が
、
七
年
附
舶
に
依
っ
て州
出
入
し
た

お
こ
の
約
束
は
取
泊
さ
れ
た
。
次
い
で
長
明
は
十
三

年
再
び
召
返
さ
れ
て
ご
一
白
石
や
-
賜
は
り
、
元
和
元
年

大
坂
官
汁
役
に
利
治
に
従
う
て
出
陣
一
良
川
凶
し
、
流主一一一

枚
を
氏
せ
ら
れ
、
九
年
叉
百
石
を
唱
し
た
が
、
見
氷

十
六
年
大
禦
寺
滞
分
封
の
際
利
治
の
隠
と
な
り
、
三

百
石
を
受
け
、
後
に
は
ぷ
入
と
脱
し
、
正
保
元
年
六

十
三
磁
を
以
て
夜
し
た
。
利
家

・
利
長
二
侯
に
闘
す

る
鍍
犯
が
あ
り
、
後
に
附
附
議
録
及
び
州
出
間
以
紀
略
ze
」川凶

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ム
ラ
ヰ
ナ
ガ
ア
キ
ラ

村
井
長
在

加
賀
務
め
老

臣
村
井
氏
第
十
一

代
。
釘
は
前
間
内
政
助
孝
保
の
二

男
。
沼
都
雄
二
郎
。
村
邦
良
氏
の
末
期
養
子
と
冷
b
、

天
保
」l
三
年
七
月
廿
九
日
治
知
一
一
肌
六
千
抗
泊
六
拾

九
石
二
斗
七
升
〔
内
千
百
拾
石
奥
力
知
)
そ
受
け
、

脱

却耐
の
附
に
際
し
、
明
治
品川六
年
七
且
官

一
日
五
十
八

畿
や
-
以
て
波
し
た
。
法
脱
帽
川
厳
守
、
野
川
山
に
叩子。。

ム
ラ
ヰ
ナ
ガ
イ
へ

村
井
長
家
加
賀
滞
の
老
腿

村
升
氏
第
三
代
。
れ
は
総
出
河
内
守
長
年
の
次
出
で

附嵐長
九
年
生
ま
れ
た
。
逝
総
左
衛
門

・
飛
脚
。
初
治
師

長
光
。
村
井
長
衣
の
益
子
と
な
り
、
十
入
年
十
ご
月

十
三
日
治
領
一

時
七
千
ご
百
四
拾
五
石
依
を
受
け
、

大
坂
の
役
に
は
向
幼
な
る
を
以
て
、
陣
代
を
山
財
閥

鷲
に
従
は
し
め
た
。
後
沈
永

二
年
領
知
一一尚
治
上
の

際
、
先
代
長
級
在
恨
の
時
能
回
w
n耐
向

m村
の
内
二
拾

石
俄
そ
同
地
前
明
富
に
出
川
浩
し
た
を
浪
。
、
会
〈
向

m村
の
名
を
省
い
た
か
ら
、
そ
の
高
九
百
七
拾
利
除

を
召
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
良
家
沈
抹
オ
凶

年
限
屈
し
、
延
町
当
一
年
十
一
且
十
七
日
七
十
二
以
を

八
四
三


